
人
気
絶
頂
の
音
楽
会 

 

志
村 

良
知  

九
月
七
日
、
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
で
の
角
野
隼
人
の
演
奏
会
に
行
っ
た
。 

角
野
は
、
二
〇
二
〇
年
に
東
大
総
長
大
賞
を
受
け
て
工
学
部
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
し
、
翌
年
反
田
恭

平
が
二
位
に
な
っ
た
シ
ョ
パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
残
っ
て
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。 

彼
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
音
楽
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
カ
バ
ー
す
る
マ
ル
チ
ロ
ー
ル
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
で
、Y

o
u
tu

b
e

で
はC

a
te

e
n
(

か
て
ぃ
ん)
と
言
う
名
で
ロ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ッ
プ
ス
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク

ま
で
、
自
作
・
即
興
か
ら
古
典
ま
で
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
、
人
気
絶
頂
のY

o
u
tu

b
e
r

で
も
あ
る
。 

 

今
回
の
演
奏
会
は
、
マ
リ
ン
・
オ
ル
ソ
ッ
プ
指
揮
ウ
ィ
ー
ン
放
送
交
響
楽
団
の
来
日
公
演
に
合
わ
せ
た
も

の
で
、
曲
目
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
六
番
。
全
曲
長
調
の
明
快
な
曲
で
、
未
完
の
部
分
の

多
い
単
純
な
曲
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
れ
を
選
り
に
よ
っ
て
何
故
、
共
に
マ
ル
チ
ロ
ー
ル
の
角
野
と
オ
ル
ソ
ッ

プ
の
コ
ン
ビ
が
弾
く
の
か
、
こ
こ
は
ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
か
ラ
ベ
ル
じ
ゃ
な
い
の
か
。 

し
か
し
、
オ
ル
ソ
ッ
プ
の
軽
快
で
歯
切
れ
の
良
い
指
揮
に
載
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
と
角

野
の
ソ
ロ
・
ピ
ア
ノ
が
、
明
る
く
美
し
く
心
地
よ
い
。
こ
れ
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
心
の
響
き
か
。
こ
れ
を
バ

ッ
ク
に
勉
強
し
た
ら
成
績
が
上
が
り
そ
う
。 

終
わ
っ
て
、
七
割
は
ご
婦
人
で
満
席
の
観
衆
で
立
ち
上
が
っ
た
の
は
約
一
割
、
ち
ょ
っ
と
食
い
足
り
な
い

か
。
後
ろ
に
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第
七
番
が
控
え
て
い
る
の
に
女
性
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
が
一
番
熱

心
に
弓
を
振
り
回
し
、
観
衆
に
楽
団
員
全
員
が
加
わ
っ
て
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
て
角
野
が
再
登
場
。 

自
作
の
「
二
四
の
調
に
よ
る
ト
ル
コ
行
進
曲
変
奏
曲
」
を
殆
ど
即
興
で
熱
演
（Y

o
u
tu

b
e

に
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
同
曲
と
大
き
く
違
っ
た
）
。
コ
ン
サ
ー
ト
・
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
の
持
つ
表
現
力
、
威
力

を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
た
演
奏
の
凄
さ
に
今
度
は
ほ
と
ん
ど
総
立
ち
、
驚
い
た
こ
と
に
隣
の
オ
ク
さ
ん
ま

で
涙
を
流
し
て
立
ち
上
が
る
。
そ
れ
は
ま
さ
にC

a
te

e
n

の
降
臨
で
あ
っ
た
。 

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第
七
番
も
古
き
大
家
に
比
べ
て
引
き
締
ま
り
、
は
じ
け
る
と
こ
ろ
は
は
っ
ち
ゃ

け
て
の
演
奏
で
引
き
ま
れ
た
が
、
圧
巻
は
や
は
り
角
野
の
ソ
ロ
で
あ
っ
た
。 
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